
第１部 千葉県における男女共同参画の状況 Ⅹ 国際 

Ⅹ 国際 

 

１ 政策・方針決定過程への女性の参画 

 スイスの非営利財団「世界経済フォーラム」が独自に算定した男女格差を測る指数ＧＧＩ（ジェンダーギャップ指

数＊）では、2025 年日本は 148 か国中 118 位であり、特に経済及び政治の分野において、遅れが目立っていま

す。 

 

図表Ⅹ-1 ジェンダーギャップ指数(国際比較) 

 
＊経済分野、教育分野、健康分野及び政治分野のデータから作成され、0 が完全不平等、1 が完全平等を意味する。 

資料出典：世界経済フォーラム「The Global Gender Gap Report  2025」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74



第１部 千葉県における男女共同参画の状況 Ⅹ 国際 

 

 就業の分野では、就業者の女性割合は他国と比べほぼ同じ水準ですが、管理的職業従事者の女性割合は、

他国が約 2～5 割であるのに対し、日本は 16.3％となっています。 

 

図表Ⅹ-2 就業者及び管理的職業従事者に占める女性の割合(国際比較) 

 

 

（備考）１．総務省「労働力調査（基本集計）」、その他の国は ILO “ILOSTAT”より作成。 

２．日本、米国、オーストラリア及び韓国は令和 6（2024）年、フィリピン及びマレーシアは令和 4（2022）年、 

その他の国は令和 5（2023）年の値。 

３．総務省「労働力調査」の「管理的職業従事者」とは、就業者のうち、会社役員、企業の課長相当職以上、管理的公務員等。 

また、「管理的職業従事者」の定義は国によって異なる。 

資料出典：内閣府「男女共同参画白書」（令和 7 年 6 月） 
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２  就業の分野における男女共同参画 

 女性の労働力率（15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合）は、結婚・出産期に当た

る年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇するという、いわゆるＭ字カーブを描くことが知られて

います。 

 また、国際比較でみると、欧米諸国のＭ字カーブは解消している一方、韓国は日本より下方に深いＭ字カーブ

を持っています。 

 

図表Ⅹ-3 女性の年齢階級別労働力率(国際比較) 

 
（備考）１．日本は総務省「労働力調査（基本集計）」（令和 3(2021)年）、その他の国は ILO “ILOSTAT”より作成。韓国、米国は令和 

3(2021)年の値。フランス、ドイツ、スウェーデンは令和 2（2020）年の値。 

２．労働力率は、「労働力人口（就業者＋完全失業者）」／「15 歳以上人口」×100。 

３．米国の 15～19 歳の値は、16～19 歳の値。 

資料出典：内閣府「男女共同参画白書」（令和 4 年 6 月） 
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３ 男女間賃金格差の国際比較 

 男女間賃金格差を国際比較すると、男性のフルタイム労働者の賃金の中央値を 100 とした場合の女性のフルタ

イム労働者の賃金の中央値は、OECD 諸国の平均値が 88.7 であるが、日本は 78.0 であり、日本の男女間賃金

格差は国際的にみて大きい状況にあることがわかる。 

 

図表Ⅹ-4 男女間賃金格差の国際比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） 

１．OECD"OECD Data Explorer"より作成 

２．ここでの男女間賃金格差とは、フルタイム労働者について 

男性賃金の中央値を 100 とした場合の女性賃金の中央値の水準を割合表示した数値。 

３．デンマーク、フランス及びイスラエルは令和 4（2022）年、それ以外の国は令和 5（2023）年の数字。 

 

資料出典：内閣府「男女共同参画白書」（令和 7 年 6 月） 
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